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3.11 原発ゼロへのカウントダウン in 川崎

晴天に恵まれて 1200 名超の参加で成功！  
 東日本大震災・福島第 1原発事故か

ら 7 年が経過した 3 月 11 日に川崎市

中原平和公園において「原発ゼロへの

カウントダウン in 川崎」が開催され

ました。このとりくみは「原発をなく

す」ことの一点で川崎市内の多様な団

体が結集して毎年開催され、今年は

1200名の参加者で成功しました。 

東日本大震災による被災者の生活

や生業は復興の名には程遠い現状に

置かれ被災地の人口減少を含めて将来 主本集会前の舞台で和太鼓の演奏を披露する仲間 

展望は極めて厳しい状況にあります。 

なかでも原発事故という人災にあった福島県の人々はより過酷な現状にあります。

この日の集会にスペシャルゲストとして演壇に立った福島県北農民連事務局長の服

部崇さん（「生業返せ、地域を返せ！」福島原発訴訟原告団事務局次長）は「福島県

の農業被害の実情」と題して話をされ「国の放射線基準の 4倍～10倍に達する放射能

で農地が汚染されている現状」をはじめ現場の悲惨さをリアルに告発しました。 

また、原発ゼロ自然エネルギー推進連名幹事／元静岡県湖西市市長の三上元さんは

安倍政権や電力会社、原発の利権に群がる「原発ムラ」勢力の実態を浮き彫りにして

原発ゼロの必要性を強調しました。 
神奈川県南支部から委員長ら５名が参加 

集会を終えた参加者は、好天に恵まれて大勢の

買い物客などでにぎわう日曜日の商店街をとお

るデモ行進に出発「原発ゼロを訴える」シュプレ

ヒコールを繰り返して市民にアピールしました。 

また、この集会・デモには神奈川県南支部の佐

藤章委員長、大島信雄書記長、金崎美佐夫書記次

長はじめ合同支部から 2名が参加するとともに、

デモ出し要員やデモの誘導員などでも奮闘し、集 

プラカードを掲げて原発ゼロをアピール 会・デモの成功に貢献しました。 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=435395&sw=%E3%80%8C%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E5%93%A1a%E3%80%8D20
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=545919&sw=%E3%80%90%E7%94%B7%E5%A5%B3GS%E3%80%91%E6%AD%A3%E9%9D%A2_%E3%81%8A%E3%83%BC2


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

  

   

   

  
 

   

   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


